
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
こ
れ
ま
で

Ｈ
３
年
10
月

　
　
　

11
月

Ｈ
５
年
５
月

　
　

同

Ｈ
６
年
12
月

Ｈ
７
年
３
月

Ｈ
７
年
４
月

　
　
　

８
月

Ｈ
８
年
８
月

　
　

同

Ｈ
11
年
12
月

　
　

同

　
　

同

Ｈ
13
年
３
月

Ｈ
14
年
３
月

　
　

同

Ｈ
21
年
３
月

　
　

同

　
　

同

       　

Ｈ
21
年
４
月     

Ｈ
26
年
３
月

　
　
　

12
月

Ｈ
27
年
３
月

地
域
高
規
格
幹
線
道
路
構
想
発
表
（
建
設
省
）

仙
台
・
新
潟
間
高
速
道
路
建
設
促
進
推
進
協
議

会
設
立
総
会

仙
台
・
新
潟
地
域
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
実
現

期
成
同
盟
会
（
仮
称
）
設
立
準
備
会
（
小
国
会
場
：

新
潟
９
市
町
村
、
山
形
８
市
町
参
加
）

仙
台
・
新
潟
を
結
ぶ
置
賜
・
岩
船
間
地
域
高
規
格

道
路
（
仮
称
）
建
設
実
現
期
成
同
盟
会
設
立
総
会

地
域
高
規
格
道
路
「
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
」

と
し
て
「
計
画
路
線
」
の
指
定
を
受
け
る

「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」
新
規
着
工
決
定
７
・
２
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
区
間
指
定

　

南
陽
市
～
高
畠
町
「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」
７
・
２
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
指
定　

　

新
潟
県
関
川
村
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
５
・
０
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
指
定　

　

新
潟
県
荒
川
町
（
現
村
上
市
）「
荒
川
道
路
」
３
・
６
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
区
間
指
定　

　

新
潟
県
関
川
村
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
５
・
０
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
指
定　

　

長
井
市
～
南
陽
市
「
梨
郷
道
路
」
７
・
２
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
区
間
指
定　

　

新
潟
県
荒
川
町
（
現
村
上
市
）「
荒
川
道
路
」
３
・
６
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
指
定　

　

新
潟
県
関
川
村
～
小
国
町
「
小
国
道
路
」
約
12
㎞

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
完
成　

49
人
91
点
応
募

「
鷹
ノ
巣
道
路
」
工
事
着
手

「
荒
川
道
路
」
着
手
準
備
か
ら
新
規
事
業
化
へ
移
行

「
荒
川
道
路
」
開
通
式
３
・
６
㎞
全
線
供
用
開
始

「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」
開
通
式
７
・
２
㎞
全
線
供
用
開
始

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
区
間
指
定　

　

長
井
市
～
南
陽
市
「
梨
郷
道
路
」
７
・
２
㎞

「
梨
郷
道
路
」
工
事
着
手

小
国
道
路
の
計
画
段
階
評
価
に
向
け
た
調
査
へ
の
格
上
げ

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
「
関
川
ー
小
国
間
」

早
期
実
現
推
進
小
国
町
協
力
会
設
立
総
会

「
小
国
道
路
」
の
計
画
段
階
評
価
着
手
決
定
約
12
㎞

提供：山形河川国道事務所

高規格道路 新潟山形南部連絡道路高規格道路 新潟山形南部連絡道路

整備が進む「小国道路」整備が進む「小国道路」
　「新潟山形南部連絡道路」（以下、「新山道」と表記）は日本海沿岸東北自動車
道と東北中央自動車道に接続する延長約80㎞の高規格道路です。本道路は「広
域による観光交流の活性化」、「物流・経済流通の向上」、「住民の安心安全と防
災ネットワークの構築」など多様な機能を持った路線として整備が計画されて
います。
　平成31年３月には新潟県関川村金丸地内から本町松岡地内までの約12.7㎞区
間の「小国道路」が事業化され、山形県側の起工式が今年11月に大宮地内で実
施されました。
　今月は着実に整備が進む「小国道路」の現状と、今後の「新山道」の整備計
画についてお知らせします。

▲（仮称）小国ＩＣの建設が始まる（令和５年６月撮影）
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提
供
：
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
事
務
局

９
月

Ｈ
28
年
７
月

Ｈ
30
年
７
月

Ｈ
31
年
３
月

　
　

同

Ｒ
２
年
２
月

Ｒ
５
年
８
月

　
　
　

10
月

　
　

同

　
　
　

11
月

「
小
国
道
路
」
の
計
画
検
討
に
関
す
る
第
１
回
意
見
聴
取

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
「
関
川
ー
小
国
間
」

早
期
実
現
推
進
関
川
村
協
力
会
設
立
総
会

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
「
飯
豊
町
区
間
」

早
期
実
現
推
進
飯
豊
町
協
力
会
設
立
総
会

「
小
国
道
路
」
が
新
規
事
業
採
択
時
評
価
手
続
き

に
着
手

「
小
国
道
路
」
の
新
規
事
業
化
決
定

　

新
潟
県
関
川
村
～
小
国
町
12
・
７
㎞

「
梨
郷
道
路
」
の
開
通
見
通
し
公
表
（
令
和
５
年
度
開
通
）

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
（
小
国
～
飯
豊
）
計

画
段
階
評
価
（
１
回
目
）
に
着
手

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
（
片
貝
～
金
丸
）
計

画
段
階
評
価
（
１
回
目
）
に
着
手

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
（
小
国
～
飯
豊
）
の
道
路

計
画
検
討
に
関
す
る
第
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

「
小
国
道
路
」
山
形
県
側
起
工
式

　

新
山
道
は
日
本
海
沿
岸
東
北

自
動
車
道
荒
川
胎
内
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
と
東
北
中
央
自

動
車
道
南
陽
高
畠
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
延

長
約
80
㎞
の
高
規
格
道
路
で
す
。

　

平
成
６
年
に
「
計
画
路
線
」
と

し
て
指
定
さ
れ
、
平
成
21
年
３
月

に
は
「
荒
川
道
路
」
３
・
６
㎞
と

「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」
７
・
２
㎞
の
供

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
中
に
「
梨
郷
道
路
」
７
・

２
㎞
が
開
通
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
の

整
備
が
進
ん
で
お
り
、
今
年
８
月

に
は
「
小
国
～
飯
豊
」
間
が
、
10

月
に
は
関
川
村
「
片
貝
～
金
丸
」

間
が
そ
れ
ぞ
れ
早
期
事
業
化
に
向

け
た
概
略
ル
ー
ト
や
構
造
の
検
討

を
進
め
る
た
め
の
計
画
段
階
評
価

に
係
る
手
続
き
に
着
手
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

着
実
に
整
備
が
進
む
な
か
、
新

山
道
全
線
開
通
に
対
す
る
期
待
が

さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

「
小
国
道
路
」
は
新
潟
県
関
川

村
金
丸
地
内
か
ら
本
町
松
岡
地
内

を
結
ぶ
12
・
７
㎞
の
区
間
で
す
。

大
宮
地
内
に
フ
ル
規
格
の
Ｉ
Ｃ
が

整
備
さ
れ
る
ほ
か
、
岩
井
沢
地
内

に
は
南
陽
方
面
に
の
み
ア
ク
セ
ス

可
能
な
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
も
整
備
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

平
成
11
年
12
月
に
調
査
区
間
に

指
定
さ
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
計

画
段
階
評
価
に
着
手
、
平
成
30
年

に
は
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
３
月
の
事
業
化
決
定
以

降
、
測
量
や
地
質
調
査
、
道
路
設

計
、
用
地
調
査
、
用
地
買
収
等
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

度
、
本
格
的
に
山
形
県
側
10
・
６

㎞
の
建
設
工
事
に
着
手
さ
れ
、
11

月
12
日
、
大
宮
地
内
で
起
工
式
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
国
道
路
は
様
々
な
面
で
、
利

活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
道
１
１
３
号
は
新
潟
県
関
川

村
か
ら
小
国
町
の
区
間
に
迂
回
路

は
な
く
、
令
和
４
年
８
月
の
豪
雨

の
際
に
飯
豊
町
側
、
新
潟
県
側
ど

ち
ら
も
通
行
止
め
と
な
っ
た
た

め
、
本
町
は
一
時
孤
立
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
小
国
道
路
を
は
じ
め

と
し
た
新
山
道
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、迂
回
路
が
確
保
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
災
害
や
事
故
等
に
よ

る
地
域
が
孤
立
す
る
危
険
性
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
井
沢
地
内
に
整
備
予

定
の
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
小
国
町
立
病
院
か
ら

公
立
置
賜
総
合
病
院
へ
患
者
を
迅

速
に
移
送
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
救
急
医
療
の
強
化
や
、
高
度

な
医
療
を
受
け
や
す
く
な
る
な

ど
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
生
活
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

経
済
面
に
お
い
て
も
、
物
流
の

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
保
さ

れ
、
安
定
し
た
物
流
が
実
現
す
る

と
と
も
に
、
沿
線
地
域
が
連
携
し

誘
客
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
振
興
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
な
観

光
客
誘
致
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

特集　高規格道路 新潟山形南部連絡道路　整備が進む「小国道路」

現
在
の
整
備
状
況

期
待
が
高
ま
る
小
国
道
路

▲「小国道路」山形県側起工式

広報おぐに　2023.12
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特集　高規格道路 新潟山形南部連絡道路　整備が進む「小国道路」

　

新
山
道
に
つ
い
て
、
国
土
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
山
形
河
川
国

道
事
務
所
の
森
田
裕
介
事
務
所

長
は
「
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

と
東
北
中
央
自
動
車
道
等
と
一
体

と
な
っ
て
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
非
常
に
重
要
な
路

線
で
す
。

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
高
規
格
道
路
が
整
備

さ
れ
る
と
広
域
的
な
人
流
・
物
流

の
効
率
化
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

速
達
性
、
定
時
性
の
確
保
、
災
害

時
の
広
域
迂
回
の
解
消
に
よ
り
、

信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
観
光
や
地

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

地
域
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方

整
備
局
羽
越
河
川
国
道
事
務
所
の

澤
山
雅
則
事
務
所
長
は
「
山
形
県

置
賜
地
方
か
ら
新
潟
県
下
越
地
方

に
通
じ
る
国
道
１
１
３
号
は
、
明

治
17
年
に
現
在
の
国
道
が
完
成
す

る
以
前
か
ら
「
越
後
米
沢
街
道
」

に
よ
り
両
県
の
物
流
な
ど
の
交
流

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
古
来

よ
り
両
県
を
結
ぶ
こ
の
路
線
が
重

要
な
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

「
小
国
道
路
」
の
整
備
に
よ
り

特
別
豪
雪
地
帯
と
な
っ
て
い
る
小

国
町
や
関
川
村
に
お
け
る
積
雪
期

の
雪
崩
や
事
故
等
に
よ
る
交
通
障

害
の
回
避
、
ま
た
新
潟
・
山
形
両

県
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
だ
け

域
経
済
の
発
展
な
ど
の
整
備
効
果

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
た
め
に

は
、
高
規
格
道
路
を
ど
の
よ
う
に

利
活
用
し
て
い
く
の
か
、
地
域
の

方
々
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
荒
川
道
路
、
赤
湯
バ
イ

パ
ス
の
約
11
㎞
が
開
通
済
み
、
鷹

ノ
巣
道
路
、
梨
郷
道
路
、
小
国
道

路
の
約
25
㎞
が
事
業
中
で
す
。
梨

郷
道
路
に
お
い
て
は
今
年
度
中
の

開
通
を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、小
国
道
路
は
、

山
形
側
に
お
い
て
本
格
的
に
工
事

に
着
手
す
る
運
び
と
な
り
、
11
月

12
日
に
起
工
式
を
執
り
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
山
形
県
側

の
「
小
国
～
飯
豊
」
間
お
よ
び
新

潟
県
側
の
「
片
貝
～
金
丸
」
間
に

お
い
て
は
、
概
略
ル
ー
ト
・
構
造

等
の
検
討
を
行
う
計
画
段
階
評
価

の
手
続
き
に
今
年
度
よ
り
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
国
町
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
活
性
化
や
安
全
・
安
心
の
確
保

の
た
め
に
も
、
一
日
も
早
い
事
業

完
成
お
よ
び
調
査
の
促
進
に
努
め

山形河川国道事務所
森田裕介事務所長

羽越河川国道事務所
澤山雅則事務所長

で
な
く
、
更
に
広
域
な
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
物
流
や
広
域
観

光
の
連
携
支
援
な
ど
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
道
路
が
安
全

で
通
り
易
く
な
る
だ
け
で
な
く
沿

線
の
地
域
や
町
づ
く
り
に
と
っ
て

も
重
要
な
事
業
で
す
。

　

「
小
国
道
路
」
の
整
備
に
は
、

地
域
の
か
た
が
た
か
ら
も
貴
重
な

用
地
の
提
供
や
工
事
に
伴
う
一
時

的
な
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
道
路
計
画

と
し
て
、検
討
段
階
に
入
っ
た
「
小

国
～
飯
豊
」
や
「
片
貝
～
金
丸
」

に
つ
き
ま
し
て
も
地
域
の
皆
様
や

利
用
さ
れ
る
皆
様
の
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
事
業
着
手
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、事
業
中
の
小
国
道
路
、

鷹
ノ
巣
道
路
な
ど
も
含
め
新
潟
山

形
南
部
連
絡
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
全
体
に
つ
い
て
山
形
河
川
国
道

事
務
所
と
も
連
携
し
な
が
ら
整
備

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
よ
ろ

新
山
道
の
こ
れ
か
ら
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特集　高規格道路 新潟山形南部連絡道路　整備が進む「小国道路」

新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会住民大会関川大会（令和５年10月21日）
　　意見発表　クアーズテック㈱小国事業所　加藤孝則さん

　小国町では国道113号が唯一の幹線道路であり、また、他に迂
回路がないことから物流および従業員の交通インフラは全て国道
113号に頼らざるを得ない状況であります。
　昨年発生した豪雨災害では、従業員の帰宅困難者が発生し、ま
た物流面での停滞影響も懸念されました。幸いにも国道113号が
比較的早めに復旧されたことから、影響は最小限で留まったもの
の、復旧が長引いていれば、人的・物的な面において多大な影響
が出ることは想像に難くありません。製品の品質やコストは企業
の努力によって解決することは可能ですが、物流の要となる道路

置賜地域道路整備促進大会（令和５年10月２日）
　　意見発表　小国町立病院　看護部長　日下雅美さん

　小国町立病院は病床数45床の小さな病院ですが、医療機関が少

ない当町にとって、町民の健康で安心な生活を守るため、当院の
果たすべき役割は極めて大きいと考えます。状況によっては専門
医のいる公立置賜総合病院に急病の患者さんを移送しなければな
らないケースも多くあり、緊急車両による患者さんの移送には国
道113号を利用しなければなりません。
　国道113号は新潟県関川村から飯豊町手ノ子の間にあっては迂回
路がなく、町外へ通じている唯一の国道であることから、豪雪を
始め、近年全国各地で発生している豪雨や地震など、大規模な自

然災害等により通行不能となった場合、小国町民の尊い命が道路事情で失われる恐れがあり、私た
ち医療に携わる者にとって大きな不安となっています。
　「新潟山形南部連絡道路」はまさに「命の道」であることを訴えたいと思います。この道路の早
期実現は、私たち医療に携わる者だけでなく、地域住民にとっても切実な願いです。

の整備については一企業で解決することはできません。
　沿線住民のかたがたや、利用する企業及び団体との連携を強化し、道路整備に対する運動をさら
に高めていくことが重要であると考えており、国道113号の整備促進と合わせ、新潟山形南部連絡
道路の全線が一刻も早く完成することを強く切望します。

　

新
山
道
は
救
急
医
療
の
強
化
、

産
業
経
済
の
発
展
、
観
光
交
流
の

促
進
、
災
害
時
の
支
援
等
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
路
線
で
す
。

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設

促
進
期
成
同
盟
会
で
は
、
地
域
住

民
や
関
係
各
所
と
と
も
に
新
山
道

の
重
要
性
や
そ
の
早
期
完
成
に
つ

い
て
要
望
活
動
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
熱
意
が
小
国
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
、
新
山
道
の
整
備
促
進

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
引
き
続
き
、
小
国
道
路

の
建
設
促
進
や
新
山
道
全
線
開
通

の
実
現
を
目
指
し
て
要
望
活
動
を

続
け
る
と
と
も
に
、
住
民
大
会
等

を
通
し
て
、
整
備
促
進
に
対
す
る

地
域
の
声
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
道
路
の
整
備
効
果
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

全
線
開
通
に
向
け
て

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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